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い傷害（minor injury）， 1 回には重い障害（major 
injury）が伴う．そして，injury の有無 ･ 重軽にかかわ
らず，すべての accident の背景に，おそらく数千に達
すると思われるだけの [不安全行動] と [不安全状態]
が存在する．」と述べている．すなわち，「不安全行動

































































（小学校 3 年生から 6 年生）の記憶を想起して記入し
てもらった．なお，「成育環境にかかわるアンケート調


















































および61. 9 点）で 4 分割し，各象限を以下のように


















































準偏差] は [70.9±17.8] であり，安全行動得点の平均
値の [平均値±標準偏差] は [68.4±17.7] であった．一
方，社会福祉系大学生の安全認識得点の [平均値±標
準偏差] は [61.2±15.3] であり，安全行動得点の平均
















　図 1 で，分類した ｢安全群｣，｢慎重群｣，｢危険群｣
および ｢冒険群｣ 別に，子どもの頃の生活得点の平均
値と標準偏差を求めた．安全群の子どもの頃の生活得
点の [平均値±標準偏差] は [26.3±4.6]，冒険群は










平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 平均値 標準偏差
安全認識得点 67.8 17.6 70.9 17.8 61.2 15.3 ＊＊＊
安全行動得点 64.6 17.9 68.4 17.7 56.7 15.5 ＊＊＊




































































26.3 25.2 25.0 23.9
＊＊


































































































































































状態｣ および ｢不安全行動｣ に加え，さらに，利用者















































































5 ） Heinrich HW, Peterson D, Roos N：“Industrial Accident 









研究 ― 危険感の構造および性格との関係 ―．睡眠と科学
11（1）：31―39，1996．









































5  ．交通量の多い道路の向こう側に渡りたいと思ったが， 横断歩道は遠回りになるので， 車がとぎれるタイミングを見計らい走り
渡った．



















1 ．踏切を渡ろうとして手前まで歩いてきたとき， 警報が鳴り， 遮断機が降りはじめたので， 走って踏切を渡った．





















子どもの頃（小学校 3 ～ 6 年生）の遊び（生活）体験についての調査
Q　 あなたが子どもの頃（小学校 3 ～ 6 年生ごろ）のことを思い出して，以下の質問について，「はい」か「いいえ」のどちらかに○をつけて
ください．
1 ．食べることが楽しかった 1 . はい　 2 . いいえ
2 ．食べものの好き嫌いが多かった 1 . はい　 2 . いいえ
3 ．夜，よく眠れた 1 . はい　 2 . いいえ
4 ．からだの調子はよかった 1 . はい　 2 . いいえ
5 ．からだを動かす遊びが好きだった 1 . はい　 2 . いいえ
6 ．いつも思いっきりあそんだ 1 . はい　 2 . いいえ
7 ．毎日が楽しかった 1 . はい　 2 . いいえ
8 ．いつもおちついた気持ちでいた 1 . はい　 2 . いいえ
9 ．いろいろなことに興味があった 1 . はい　 2 . いいえ
10．なんとなくつまらないと感じていた 1 . はい　 2 . いいえ
11．いつもいらいらしていた 1 . はい　 2 . いいえ
12．いろいろな遊びを思いついて遊べた 1 . はい　 2 . いいえ
13．なにかするとき集中できた 1 . はい　 2 . いいえ
14．遊びにすぐあきることが多かった 1 . はい　 2 . いいえ
15．ものを組み立てたり，作ったりすることが好きだった
 1 . はい　 2 . いいえ
16．ちがう人間になったりすることをよく空想した
 1 . はい　 2 . いいえ
17．よくいたずらをした 1 . はい　 2 . いいえ
18．外国へ行ってみたいと思った 1 . はい　 2 . いいえ
19．大人になったら「したいこと」があった 1 . はい　 2 . いいえ
20．テレビ番組や本を読んで感激するとすぐ涙がでた
 1 . はい　 2 . いいえ
21．友だちがいじめられているのをみると，悲しくなった
 1 . はい　 2 . いいえ
22．好きな音楽をきくと，リズムに合わせてからだが動いた
 1 . はい　 2 . いいえ
23．友だちとよくケンカをした 1 . はい　 2 . いいえ
24．友だちに，からかわれても平気だった 1 . はい　 2 . いいえ
25．学校の勉強はむずかしいと思った 1 . はい　 2 . いいえ
26．本を読むのが好きだった 1 . はい　 2 . いいえ
27．みんなと仲良くあそべた 1 . はい　 2 . いいえ
28．小さい子のめんどうをみたり，助けたりできた
 1 . はい　 2 . いいえ
29．いじめられたことがある 1 . はい　 2 . いいえ
30．困ったとき，先生が助けてくれると思った 1 . はい　 2 . いいえ
31．困ったとき，親が助けてくれると思った 1 . はい　 2 . いいえ
32．花や植物に興味があった 1 . はい　 2 . いいえ
33．昆虫や鳥など生き物に興味があった 1 . はい　 2 . いいえ
34．自然とふれあうのが好きだった 1 . はい　 2 . いいえ
35．いなかに住みたいと思っていた 1 . はい　 2 . いいえ
36．大きな町に出かけるのが好きだった 1 . はい　 2 . いいえ
2
子どもの頃の遊び体験と，安全認識および不安全行動 33

